
 

 

 
 
 

永久構造物 
 

コンクリート、レンガ、石などの耐久材を用いた構造物は感覚的には永久構造物である。古代エジプト

文明の誇るピラミッドは 4500 年以上経てもその偉容が変わることがない。コンクリートで造られた橋梁

や建築物に対して人々は永久性を期待している。木造建築物でも寿命の長いものがある。現存する世

界最古の木造建築物である法隆寺は建立後一度消失し、再建されたが、その建造物は 1200 年以上

風雪に耐えている。姫路城は400才近い年齢になるし、日光東照宮も400才近い年齢に達する。しかし

木造建築物はとても永久構造物とは呼べない。木造建築物は法隆寺などのように寿命の長いものが

あったとしても、本質的に使用期間が限定された有限構造物である。コンクリートやレンガなどの耐久

材を用いた構造物の耐久性も最近は大分おかしくなっているようであるが、最近の欠陥構造物は別と

して、立派な耐久構造物も事情が変わると耐久構造物として扱われなくなる。 

 

 

 コンクリート構造物を、通称“永久構造物”と称しているが、定義は確定しておらず、概念的な表

現のようです。 

 永久構造物と言われるコンクリート構造物も、維持管理を怠れば、又昨今の“水増し”コンクリー

トの品質を考えると永久の言葉が当てはまらない。 

 

 土木（公共）構造物は、① 目的 ② 設置場所 ③機能 をもったものであり、そのうちの一つで

も需要に合わない場合は、改修、撤去等が行われる。 

 

 人工構造物は、基本的に“有限構造物”であり、本来、永久と有限を分ける必要が無い。 

 

 自然な地形が安定しているのは植物が大きく寄与しており、植物は“有限構造物”です。 

 

 ハイパーセルを用いた各工法は“緑化”工法であり、植物の根と一体化して、経年的に強度が劣

化することはない。 

 

 又、ハイパーセルと同じ材料（HDPE）を使った各種工法が、土木の現場で広く採用されており、

“目的”“機能”を永久構造物並みに維持できる。 

 

 


